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腫虜の細胞診断には，自然に剥離してきた細胞を対象とする場合と，積極的に
腫蕩から採取した細胞を対象とする場合とがあるが，本書:は後者に属して細い針
を腫虜に穿刺し吸引により得られた細胞から診断をくだす方法と観察所見などに
つき記されている。
吸引細胞診断はすでに血液学者により骨髄穿刺として広く用いられてきた。臓
器の間形腫虜の吸引生検としては 1930年代にニョーヨークの Memoria1Center 
の H.E. Martin & E. B. Ellisにより多数例が行なわれたが，外科病理学の進
歩したアメリカでは普及せず，スウェーデンを中心とした北欧で発展したといえ
る。本著者 Dr.Josef Zajicekは 1950年よりスウェーデンの Kar01inska病院
で細胞化学と細胞診断を研究し，現在はその細胞診断科の主任である。 1973年
東京で開かれた第 3回 Internationa1Tutoria1 on Clinica1 Cytologyで来日
し吸引細胞診を講じ，この方面の世界の第一人者である。本書は吸引器具の創案
者として知られ，かっ同細胞診断科で、良いパートナーでもある Dr.Sixten Fran・ 
zenに献じられている。
内容は表題のように吸引生検細胞診に関する 3部作の第 l部で横隔膜上部臓器
を対象とし，第 1章は本法の総論を紹介，第 2章i唾液腺，第 3章甲状腺，第 4章
頚部リンパ節，第 5章先天性嚢腫，第 6章頚動脈球腫虜，第 7章乳腺，第 8章肺
とに大別されている。
第 l章の総論では，触知可能の臓器と触知不可能の臓器における寄刺法，採取
した細胞の標本作製を詳述し，本法の臨床研究えの応用に触れてから，わが国で
も問題視される守・刺による腫蕩細胞の局所撒布や血行転移形成の危険性につき文
献的紹介と著者の臨床経験， 基礎実験成績を述べて 22ゲーツ前後の細い針によ
る年刺の安全性を強調している。
第 2章以下は各論で，各臓器の臨床的問題点，解剖学的，組織学的特長を説明
してから，非腫虜性疾患，良性腫虜，悪性腫虜ゎ細胞像を豊富な光学顕微鏡写真
をあげ，同時に病理組織像と対比しているo さらに各臓器での本法の正診率と各
章別に関連文献を列挙している。
染色は Wrigh t-G iemsaか MGGと Papanic01aouか H.E.を基本として
いる。著者も指摘するように，剥離細胞診では少数の細胞を対象として悪性か否
かを判定していたので核の所見がきわめて重要であったが，本吸引生検細胞診で
は数百個の悪性腫蕩細胞をしばしば採取できるので，癌の組織型の分類，分化度
の問題，転移巣を守・刺すれば原発巣の推定などの解決には，核のみならず，細胞
質の詳細な観察を要し，この点からも血液染色法の有用性が強調されている。
本法は，わが国でも急速に普及する気運にあり，吸引生検細胞診の第 l部とし
ての本書を通覧してみて，日常細胞診にたずさわる人はもちろんのこと，内科系，
外科系の臨床医，臨床病理の関係者にぜひ一読をすすめたい好書と，思われる。さ
らに連作である第 2部，横隔膜下臓器一牌，肝，体，腎，卵巣，前立腺，事丸や
第 3部の軟部組織腫虜，骨，脳の腫療の出版が待たれる。(庵原昭一)
[千葉医学 50，380，1974) 
